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１．ダレスサンドロジャパン㈱について

木質バイオマス燃焼機器 ﾎﾞｲﾗｰ 加温機
ｲﾀﾘｱ ダレスサンドロ社の日本総代理店

ﾎﾞｲﾗｰ設備に必要な タンク、熱交換器、ファンコイル、
煙突関係 付帯設備の 輸入販売 設置 メンテナンス等

小規模ペレット燃料成型機、ブリケット成型機など、バイ
オマス由来原料の燃料化及び利活用の提案
プラント提案や設置、メンテナンス

福岡県豊前市にて薪、ペレット燃料の生産事業も行ってい
ます。ブリケット実機もあり、テスト製品販売中！

バイオマス由来の資源の有効活用への取り組み提案

各地において発生する未利用のバイオマス
資源の燃料化をメインとした循環利用モデ
ルの構築と実践！！



商品紹介（ﾎﾞｲﾗｰ関係）

木質バイオマス温水ボイラー

含水率35%（WB）以下の燃料
木質チップ、ペレット兼用
最大出力：30kw～100kw 100kw～
2000kw迄、導入設備規模に適した機種が豊富
に取り揃えています。

Caldaie mod CSA-30GM～100GM

使用目的
住宅、公共施設、小規模介護施設、農業、
畜産業の給湯、暖房、養鶏場床暖房



CSA-130GM～2000GM

ボイラーの検査・資格・免許不要
CSA-GMは含水率35%（WB）以下の
燃料が木質チップ・ペレットがそのま
ま燃せるタイプ

使用目的
温泉等の公共施設、介護施設の給湯、暖房
農業関連、ハウス暖房、畜産養鶏場の床暖
房、プール加温

CSA/GM：木質チップ（高含水）燃焼タイプ
注「高含水(60%(㏝)以下）の燃焼も利用可能です

。



使用目的
住宅、公共施設、小規模介護施設の給湯や
暖房、農業関係では畜産養鶏の床暖、
養魚場暖房、園芸ハウス、足湯加温

CSAタイプ：木質チップ&ペレット兼用

標準装備
無圧式温水器、自動点火装置搭載、逆火防止
自動灰出装置付、加熱防止機能措置付
熱交換器のブロー装置付、独自の燃焼構造完
全ガス燃焼装置

Caldaie mod CSA30～2000



2.未利用木質材料の効率的固形燃料化
～機械式ブリケット装置による製造～



ブリケットの主な特徴

●燃焼発熱量：4000～4300kcal/h

●通常の薪と同じに使える
●産業用燃料として重宝される
●虫が発生しない
●緊急・災害時の備蓄燃料に最適
●取り扱いや輸送コストの削減

*原料の比重と発熱量により変化

　　燃料可能残渣 　　建築廃材等 　　剪定枝その他 　　木材チップ等 　　わら、乾し草等

固形化燃料 関連機械 成型機

※燃焼時の発熱量は
4000～4300kcal/h

MB50/60/70/80/90

Briquettingシリーズ

BIOMASS
（機械式ブリケット成型機）

木質系廃棄物・農業残渣・廃棄物を
固形燃料に変換

様々な原料を一定混合して成形す
る事により、バラツキの無い、安
定した固形燃料も制作可能です。
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ブリケット直径 mm 50 60 65-70 75-80 85-90 100 110 120

本体重量 kg 2200 2800 3900 4800 5200 7800 8200 8600

CPM Di Più 社のブリケット成型機は下記の８モデル 機種となります: 

各機種仕様

* 原料の比重が160KGから２００KG密度における生産能力となります。原料の条件、比重等により生産能力は変わります。



ブリケット化の市場には油圧式と機械式と２つの違ったタイプの機械があります。

機械式ブリケット成型機は、2000 kg/cm²の圧力 で、24時間稼動もでき、1時間に200Kgから

2000Kg生産できる機械があります。1トン生産における製造コストは低く、高い信頼性と耐久性を有しております。
このタイプの機械は、木質系廃棄物が1時間に200～300Kg程度発生する工場に設置されております。

機械式成型機のブリケットは、品質、圧縮率、発熱量において、油圧式成型機のブリケットに比べて遥かに優れた製
品成型を可能にします。

CPM Di Più社は、機械式ブリケット成型機における高耐久性と信頼性において長年、トップリーダーとして活躍し
ております。

目的に応じて広範囲選択全８機種
直径５０ｍｍから１２０ｍｍまで
  

構成部材の精度の高い加工による高品
質機械

クランクシャフトを採用した、構成

青銅製ベアリングを全モデルに搭載

お客様のご要望に応じて多数の選択ができる機種を揃えて
おります。

高耐久性とメンテナンス性が良く、信頼性のある部品構成
の機械です。

他のシャフト方式よりもさらに高耐久性と機械の
構成バランスを実現

高い耐久性と低コストでのメンテナンスを可能にします。

機械式ブリケット
BRIKシリーズ 技術的な利点



ピストン打圧による2ｔ圧縮成形のシンプル構造

 ２７０回転/分の高速運転ができます

 （φ90モデルで1000kg/ｈの製品が生産可）

 単純な機械式構造により故障が少なく
、維持コストが大きくかかりません

 2000kg/㎠以上の圧力で24時間稼働が
可能です



フライホイールを使用しており、動き出せば慣性を利用
した省エネ運転ができます

 モーター駆動開始後フライホイールによる慣性運転いたします。

消費電力は定格電力の約６０％に低減いたします。



森林系バイオマス利用の意義と魅力
木材（製材・木工）工場等から出る端材、間伐材、剪定枝などの利用で
木質ペレットやブリケット、チップ等の利用、活用のエネルギー燃料への導入

カーボンニュートラル・・・・・・・・・・・・・・・・（温暖化防止、炭素循環の促進）

グリーンエネルギー・・・・・・・・・・・・・・・・・（廃棄物・環境への負荷減少）

再生可能エネルギー・・・・・・・・・・・・・・・（持続供給可能エネルギー）

有限で貴重な化石燃料の節約・・・・・・（化石燃料の代替・競争力）

未利用森林資源の活用・・・・・・・・・・・（熱利用の復活・森林の整備活用）

中山間地の復興・・・・・・・・・・・・・・・・・（地域資源の活用に伴う、産業雇用の創造）

エネルギーの自給 ・・・・・・・・・・・・・・・・（地域住民の安全・安心・豊かさ）



ブリケットは廃棄物を固体燃料に成型出来ます。

 枝や葉、雑草、もみ殻

 トウモロコシの芯、廃菌床

 古畳、製材や家具端材

 もちろん、MDFやボードダスト等

 廃棄せざるを得なかったものが

 固体燃料として生まれ変わります

• 廃棄物が固形燃料へ

• と変わります。



様々な資源を有効活用できます。

草：ススキ

タバコ茎トウモロコシ芯 ココナッツ殻

剪定した枝・葉、雑草、野菜類の残渣、段ボール紙、わら、畳、廃菌床など植物由来の
原料を乾燥し、含水率15％以下、形状12㎜以下の原料であれば固形燃料化出来ます。



他にも、この様な原料でブリケット成型可能で
す。

ピーナツ殻
段ボール

稲わら

オリーブ絞り粕



幅広い用途に対応した固体燃料が生産できる
汎用性の高い機械です。 

原 料 木質チップだけではなく、様々な原料が利用できます

形 状 薪形状だけではなく、穴あきや輪切り形状、輪切り形状の2分割

・4分割品も生産できます

コスト シンプルな機械式構造により、故障が少なく、電気代もフライ

ホイールの採用により、モーター容量の60％の電気で稼働します

減 容 減容により輸送・ハンドリング負担が軽減します



様々なブリケット・パックス成型形状



カナダ産:メープル（ブリケット）

バーク:パックス

バーク:ブリケット コピー用紙シュレッダー:ブリケット

様々なブリケット・パックス成型形状

各機種サイズ:パックス

廃菌床：ブリケッ
ト



燃料の仕様用として

 薪ストーブ 暖炉

 石窯のピザ パンの燃料として

 チップと混焼の発電設備

*部会会員企業様の発電設備でも

全体使用量の約30％を

ブリケット利用！

 薪用のみならずチップボイラーの燃料
として

中朝規模の燃焼機器でも使用可能
2分割用



汎用ブリケット製造ライン （薪ストーブ、薪ボイラ、暖炉 用）ブリケット



汎用ブリケット製造ライン



産業用パックス製造ライン （発電向け、中大型ボイラ向け燃料）パックス



未利用間伐材を利用したチップガス化発電において
チップ乾燥後に篩われたアンダーサイズのチップとダストの成型

写真は、実際のガス化発電S社の乾燥ダストとアンダーチップを
パックス（産業用ブリケット）に成型した写真です。
S社で専焼テストでも、問題はなく利用できるようです。
*すなわち、チップガス化発電でのチップとの混焼は問題なく可能
であると考えております。欧州の数社では、実証済みです！

広島の某社チップ焚き発電においては、φ85㎜の産業用
ブリケットを月間500トン程度、チップと混焼してる実績もあります。







資源作物を計画的に生産
収穫して燃料化

例えば、ソルガム（これは長崎県の壱岐市で
栽培されてるソルガム
飼料や液体燃料への可能性、そしてマイクロなのファイバー
への高度利用が出来るのと、それらに利用出来ない残りや
絞った後の残渣もブリケット化すれば燃料に出来ます。





ゴルフ場から発生する赤松の
松葉とグリーン芝

滋賀県の某ゴルフ場で発生する
赤松の松葉（分解されにくいですよね！）それとグリーン整備
で発生する刈芝、それに場内の枝葉や伐採木も可能。



実際にゴルフ場に納品したチップボイラーでの
搬送及びチップ混焼という可能性を実証する
テスト燃焼も行っております。



芝続きですが芝生産農家で
生産過程で発生する刈芝

茨城県は国産芝生産日本一です！
芝農家さんが多く、生産途中で上部を刈り揃えたりで発生する
大量の刈芝を産廃処理ではなく、固形化してごみ焼却発電の
混焼燃料として！
地域内の街路樹剪定や工事伐採木も混ぜれば良質な固形燃料
にもなります！



農研機構様が栃木で研究や栽
培されてるエリアンサスも！

栃木県さくら市では、エリアンサスと木質原料を混ぜての
ペレット燃料化とボイラーによる熱利用事例があり、資源作物
としてエリアンサスが注目されています。
某大学の研究プロジェクトでエリアンサスは単体で粉砕後に
ブリケット成型は実際に成型テストを行い、安定した成型が可能です。





椎茸廃菌床がコークス代替利用！

群馬県の某村から出る椎茸の廃菌床を椎茸工場で乾燥
乾燥物を有価で長野の鋳鉄製造メーカーが購入
弊社ブリケット成型機で成型し、コークス２０％程度の代替として
キュポラで使用されております。月産60トン程度だそうです！



半炭化処理の広葉樹原料をブリケット化！

これは、石炭火力等でバイオマス熱利用と少し離れていますが、
半炭化された原料のブリケット化もバインダー無しで成型に成功！
これもコークス代替に炭化物の固形化への第一歩だと考えています！



河川敷の刈草も固形化して燃料へ！

東京の二子多摩川において
河川財団様や東京国際大学様が河川刈草のペレット化をされている事業
で、弊社も原料を分けてもらい、ブリケット化テスト成型
薪ストーブでの燃焼試験までは行いました。
全国の一級河川、流木の問題もチップや薪以外にブリケット化する事は
長期的に保存と減容、扱いやすい燃料化も可能だと思います。



籾殻も固形化成功！
但し、他のバイオマスと混合が望ましい！

籾殻もそのままブリケット化は可能です。
これは、一時期の副産物で嵩張る事を考えれば、減容化の観点から
固形化も一つの有効な手段です。
注意点は、籾殻単体では、成型部の摩耗が著しいので、他の
バイオマス原料と混合で、例えばそば殻など！！



薬草系 植物加工残渣もOK！

産業廃棄物として薬草系の残渣（おそらく製品利用後）
抽出後の残渣も乾燥させれば、ブリケット化が出来ます！
実際に固形化事業に機械を検討してもらってる案件です！
実現出来れば、残渣が燃料として生かされます！



北九州市における竹の燃
料化検討
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バイオマスではありませんが、アルミ！

食品などで使われてるアルミと紙やプラ系の破砕物
減容化の必要で、成型テスト依頼があり試しました。
これは、成型して再度アルミ鋳造など原料利用が検討されてます。
成型温度をコントロール出来るブリケット成型機の成せる技！！



バイオマス燃焼器に戻って
この先の燃焼器の可能性は？

ペレットバーナーが海外のメーカーでは生産されて
製品となっております。
国内でもカサイ様が輸入され、販売されております。写真右
写真の左は、某メーカー（弊社も間接的に取引経験ある会社）



やはり、産業用蒸気ボイラーが欲しい！！
国産圧力容器との組み合わせしかないのでは？？



バイオマスボイラーの出力
熱量計の重要性！

バイオマスボイラーは、単なる熱を作る箱です。
蓄熱タンクとの組み合わせと温度差などで、効率
良くバイオマスの特性を生かして熱利用をする
必要がありますよね！

本当に熱量出ているのか？
意外に燃料の水分や二次側の設計側と切り離されて
熱量が正確に把握出来ていないと思いませんか？





4.まとめ
*木質バイオマス利用の今後
中小規模の熱利用が主体、特に産業分野に普及する事で広がる可能性がある。
産業利用であれば、産業用蒸気ボイラー それも簡易ボイラーが課題

*木材利用 国産材利用が進めば、未利用間伐に頼らずにカスケード利用
という可能性が見えて来そうですが、大型の製材製品工場は自家消費する
そうなると、燃料としては回ってこない。。。

*早生樹については、燃料的な目的だけではなく、刺身（木材、用材）は
刺身として利用した端材、加工屑の燃料化へ

*耕作放棄地等を利用した資源作物、エリアンサス、ジャイアントミスカンサス、ソルガ
ム等は再生可能エネルギーとしてのバイオマス燃料において
燃料利用数量以上に再生（栽培サイクル）数量が多くて成り立つ前提
森林資源（人工林、間伐材頼みではなく）とは切り分ける！

*バイオマスは中小規模の熱利用中心で、産業用蒸気分野への導入を

進めて行く必要があり、その先にCHP（熱電併給）も加わる可能性がある。

*弊社は林地残材始め、現在上手く活用しきれないバイオマス資源を
有効に使い切る手段と使用可能な機器を提案していく事
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2025年環境展に出展します。
東５ホール N506です(笑)

イタリアDiPiu社が協賛してくれてブリケット成型機
で出展しております。
日本汽缶様は別ブースで出展されており、そちらにも
ブリケット展示と産業用蒸気ボイラーの案内も可能！
来てください！



SDGｓやサステナビリティは、現代の技術や
知見を最大限活用しての回帰だと思います。
昔話のクダリを現代風に取り組めば、SDGｓ
やサステナビリティは実現可能ですよね！
次の世代へ何を伝え、渡せるか？
僕たちは意外と待ったなしの正念場です。
バイオマスは、取り組めばSDGｓそのもの！
取り合いより生産収穫やもっと未利用で未活
用な資源は残っています。

ご静聴ありがとうございました。

ダレスサンドロジャパン㈱ 鵜池（うのいけ）
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